
学校法人の運営の基礎は、学生生徒等納付金である。神戸女学院大学の場合、
帰属収入の8割を占める。そこで過去6年間を調査すると、大学は35億2326万～
36億2824万円であり、2009年度は過去6年間で最高値を記録している。
高等部は2005年度以降、3億円前後で推移し、中等部は多少増減があるものの3
億4000万円前後で安定している。どれも安定した納付金を得ているといってよい。
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補助金については、中等部が微減傾向、高等部も横ばいだが、大学は2004年か
ら2009年にかけて1億円近く増大している。資産運用収入は、大学、高等部、中等
部それぞれ3～4倍に増加している（受取利息・配当金増加による）。一例として、大
学は2009年度、7820万円の収入がある。一方、事業収入、雑収入などは減少傾
向だが、6年間で2000万円減に留まり、大きな影響はない。
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消費支出について、大学は2008年度を除き著変なく、39億～41億円で推移し
ている（2009年度大学、40億1271万円）。中等部は減少傾向にあるようである。
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